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記者発表資料 

配 布 日 時        
令和５年５月２２日 

～徳山下松港で日本一を体感しよう～ 

～徳山高専・課外授業を開催～ 
徳山下松港下松地区において、大型貨物船の入港を実現するため、桟橋の整備

を進めています。 

整備中の同桟橋は、完成すると国内最大規模の係留施設（施設水深－１９ｍは

公共施設としては国内最大）となり、現在、国内最大級の作業船（旋回式起重機

船として吊荷重1,800ｔは国内最大）を使用して工事を進めているところです。 

今般、同工事にあわせて徳山工業高等専門学校での講義の一環として現場見学

会を開催いたします。 

■日時 令和５年５月３０日（火）１５:００ ～ １７:００（予定） 

  ※取材は １４:４５ までに集合ください。 

■場所 きらぼし館（下松市大字西豊井1247） 【別紙-１】 

■対象 徳山工業高等専門学校 ４・５年生 

■内容（現場の様子は裏面参照） 

  ①事業概要説明、CIM・VR（きらぼし館） 

  ②港湾業務艇に乗船し、海上より現場見学 

※旋回式起重機船（クレーン船）「第一豊」による桟橋本体となる鋼管杭（

長さ約80ｍ）の打設作業を見学。 

 ■その他 漫才コンビ「元気丸」（スペシャルサポーター）も参加予定。 

      ※スペシャルサポーターの詳細は令和５年５月２２日付 中国地方整備局

港湾空港部 記者発表資料を参照ください。 

※取材申込は、【別紙-２】の内容を、５月２６日 １２:００ 迄に、以下の 

問い合わせ先まで、電話もしくはメールで連絡をお願いいたします。 

※荒天等により、作業及び見学会が延期または中止となる場合があります。 

※駐車スペースに限りがありますので、必ず連絡をお願いいたします。 

※現場ではヘルメット、ライフジャケット（当事務所にて用意します）を着用し

て頂きます。業務艇の乗船人数の関係より取材は最小人数でお願いいたしま 

す。また、申込み多数の場合は乗船をお断りする場合があります。 

＜問い合わせ先＞  
国土交通省 中国地方整備局 宇部港湾・空港整備事務所 徳山下松港出張所 

【電  話】０８３４－３１－０４０９（代表） 
【メール】pa.cgr-ube-kouhou@mlit.go.jp 

【担当】 
   企画調整課長     山

やま

 口
ぐち

  慎
しん

 介
すけ

 
   港湾保安調査官    藤

ふじ

 村
むら

  悠
ゆう

 司
じ

 

事務所ＨＰ：https://www.pa.cgr.mlit.go.jp/ube/ 

■同時発表先：山口県政記者会、山口県政記者クラブ、山口県政滝町記者クラブ 

漫才コンビ 

「元気丸」も来るよ 



                        

〇見学会時の現場のイメージ ：  

 

 

 

〇工場製作したジャケット 

＊工場製作後、現地へ輸送し、据付を行っています。 

 

※写真は過年度施工済みのジャケットの例です  

工事件名：徳山下松港下松地区桟橋(-19m)築造工事 
施工会社：五洋・大本・井森特定建設工事共同企業体 

旋回式起重機船「第一豊」 

・吊荷重：1,800t 

・高さ：海面より約 1１0m 



 
開催場所（概略図） ※きらぼし館に駐車場はありません。

 開催場所 

別紙－１

きらぼし館
集合場所

業務艇乗船場所

工事場所

※きらぼし館に駐車場はありません。
近隣の有料駐車場をご利用ください。

※きらぼし館～業務艇乗船場所までの移動につい
ては、学生と一緒に大型バスで移動することも
可能ですので、受付時にお知らせください。



【５月 26 日 12:00〆切】 

別紙－２  

取材申込書 【５月３０日 徳山下松港 現場見学会】 

 令和 ５年 ５ 月   日 

国土交通省 中国地方整備局 

宇部港湾・空港整備事務所 

企画調整課 山口 宛 

ＴＥＬ  ０８３４－３１－０４０９ 

MAIL  pa.cgr-ube-kouhou@mlit.go.jp 

機関名 人数 代表者の連絡先 車両番号 

 名 氏名 

ＴＥＬ 

 

※手書き記入でも結構です。 

 

 

 

 

 

※業務艇への乗船は、乗船可能人数の関係で、最少人数でお願いいたします。 

※業務艇の乗船人数が定員に達した場合は、乗船をお断りする可能性があります。 


